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将来人口の見通し
図表１ 年齢階層別人口推計（単位：千人）

実績 推計（2012年） 推計（2023年）

1980年 2000年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年 2030年 2040年 2050年 2060年

総数
（ ）内：

外国人人口

117,060 126,926 126,146 116,618 107,276 97,076 86,737
120,116
（4,204）

112,837
（5,856）

104,686
（7,291）

96,148
（8,478）

15歳
未満

27,507 18,472 14,956 12,039 10,732 9,387 7,912
12,397
（381）

11,419
（576）

10,406
（689）

8,930
（703）

15～19
歳

8,272 7,488 6,054 5617 3,933 3,583 3,133
5,201
（152)

4,054
（199）

3,932
（257)

3,564
（285) 

20～64
歳

70,563 78,731 67,305 62,784 53,933 46,430 41,050
65,555
（3,355)

58,079
（4,584）

51,470
（5,622）

47,216
（6,311）

65～74
歳

6,988 13,007 17,087 14,065 16,448 13,830 11,279
14,349
（189）

17,010
（275）

14,547
（371）

12,069
（670）

75歳
以上

3,660 8,999 18,249 22,784 22,230 23,846 23,362
22,613
（128）

22,275
（222）

24,332
（353）

24,368
（509）

出所：総務省統計局「国勢調査」、「人口推計」、 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計（全国）」
注：2023年推計カッコ内は、外国人人口。

１．人材の量の拡大の限界

2



図表２ 2065年の人口の2017年推計と2023年推計の比較
（出生中位・死亡中位、単位：千人）

年齢 2017年
推計

2023年
推計 差 基準人口 出生 死亡 国際人口

移動 日本人 外国人

総数 88,077 91,584 3,510 1,074 -3,756 454 5,738 527 5,211

０～14歳 8,975 8,360 -616 87 -1,433 3 727 52 675

15～64歳 45,291 48,093 2,801 316 -2,323 88 4,720 310 4,411

65歳以上 33,810 35,134 1,324 671 0 363 290 165 125
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出所；国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計」

１．人材の量の拡大の限界



図表３ マクロ経済の姿

2021年 2022 2023 2024 2030 2032

実質GDP成長率 2.5 1.7 1.5 2.0 1.7 1.6

名目GDP成長率 2.4 1.8 2.1 3.2 3.1 3.1

1人当たり名目成長率 4.6 3.1 3.0 3.4 3.7 3.6
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2021年 2022 2023 2024 2030 2032

実質GDP成長率 2.5 1.7 1.5 2.0 0.5 0.4

名目GDP成長率 2.4 1.8 2.1 3.2 0.6 0.6

1人当たり名目成長率 4.6 3.1 3.0 3.4 1.1 1.1

成長実現ケース（％）

ベースラインケース（％）

出所；内閣府（2023）「中長期の経済財政に関する試算」

１．人材の量の拡大の限界



図表４ 日本の男女別人口の推移
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出典：統計局「国勢調査」時系列データ
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１．人材の量の拡大の限界

出所：統計局「国勢調査」時系列データ



図表５ 日本の労働力人口の推移
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出所：総務省統計局「労働力調査」
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出所：統計局「国勢調査」時系列データ

１．人材の量の拡大の限界



図表６ 女性の年齢階級別労働力率の推移

出所：総務省統計局「労働力調査」
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１．人材の量の拡大の限界
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図表７ 男性の年齢階級別労働力率の推移

出所：総務省統計局「労働力調査」
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9

労働力人口の推移と人手不足の動向

出所：厚生労働省、令和５年度第１回雇用政策研究会資料より抜粋

１．人材の量の拡大の限界

図表８



１．人材の量の拡大の限界

外国人の流入

DX化による生産性の向上・労働代替

DXを使いこなせる人材の育成の重要性

JOBによる格差の拡大 企業による配属決定の制約

社員の職種・転勤希望の重視

能力評価の重要性
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２．人材の質の向上
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図表９ 企業の支出する教育訓練費の推移

 競争力向上のため費用の削減が企業の人的投資を減らす



２．人材の質の向上
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図表１０ 自己啓発を行った労働者の割合



図表１１ 転職等希望者の動向

13

出所：厚生労働省、令和５年度第１回雇用政策研究会資料より抜粋

２．人材の質の向上



図表１２ 転職前後の所得の変化の国際比較
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出所：厚生労働省、令和５年度第１回雇用政策研究会資料より抜粋

２．人材の質の向上



ご清聴ありがとうございました。
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